
機械システム工学科 2011 年度 基礎試験問題                  2011.12.6 実施 

注意：8 科目全てを解答すること 

科目名： 数  学                          点 

 

学籍番号：             氏名：                

 

（１）次の不定積分を求めよ 
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（２）次の行列の固有値，固有ベクトルを求めよ 
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機械システム工学科 2011 年度 基礎試験問題                  2011.12.6 実施 

注意：8 科目全てを解答すること 

科目名： 工業力学 1,2                         点 

 

学籍番号：             氏名：                

 

[問 1] 右図に示すスライダ部分が偏心しているク

ランクースライダ機構において、リンク OA が角

速度
1

w で回転するとき、以下の設問に答えなさい。

ただし、解答には図中のxy 座標系を用い、反時計

回りを正とする。また、クランク、リンク、スラ

イダなどの質量や摩擦は考えず、解答を記述する

際には、
1

, , , , ,a b c q c w のみを用いること。 

[1]  AB の角速度
2

w を求めなさい。 答：                          

[2]  OB 間の距離s を求めなさい。  答：                         

[3]  点 B の速度
B

v を求めなさい。  答：                         

[問2] 右図のように、二つの回転支点A、B間に、質量m 、

縦横の長さがそれぞれl 、2l の長方形の平板が、ピンに

よりつるされているとき、以下の設問に答えなさい。た

だし、解答には図中のxy 座標系を用い、反時計回りを正

とし、重力加速度をg とすること。また、点 G は平板の

重心であり、支点 A におけるx 、y 方向の反力をそれぞ

れ
x

R 、
y

R とする。必要であれば、質量M 、縦H 、横L

の長方形平板の重心 G 回りの慣性モーメントが
( )2 2

12

M L H+
であることを利用しなさい。 

[1]  支点 A の反力
x

R 、
y

R を求めなさい。 

答：
x

R
 
              

y
R               

[2]  支点 B のピンをはずした直後、平板は支点 A を軸に角加速度aで回転し始めた。このときの支点

A の反力
x

R 、
y

R と、支点 A 軸回りの平板の角加速度aを求めなさい。 

答：
x

R
 
              

y
R                 

a                

２ 

 

 



３ 
機械システ

科目名： 

 

学

 

問題１．図
206 GPa
料の線膨張
AC間の長
間の長さ
100 ℃上
Bが壁から
符号，単位

  

 

 

  

 
問題 2．直
すような分
に答えよ．
(1) A を原
および M
(2) 梁の断
(3) このは
  

 

 

(1)  F(x)
 

 

 

 

 

 

(3)  i(x)

テム工学科 

材料力学

学籍番号：

１のように，
a である同一
張係数を 1.
長さを a = 2
を b = 1 
上昇させた場
ら受ける反力
位も示すこと

        

   

径 dの一様
分布荷重が作
．はりの縦弾
原点とした任
M(x)を求め
断面 2次モー
はりの任意の

) ＝      

 ＝       

2011年度 

注

学    

     

二つの固定
一材料からな
0×10-5 , AC
2 m，CB間の
m とし、こ

場合，端部 A
力RBをそれぞ
と．）（40点

様円形断面の片
作用する場合
弾性係数を E
任意の位置 x
よ．(20 点)
ーメント Iお
の位置 x での

        M(

          

基礎試験問題

注意：8科目

    

    

定壁Ａ，Ｂの間
なる段付き丸
C間の断面積
の断面積を A
この段付き丸
が壁から受け
ぞれ求めよ．
点） 

片持ちばりに
合について，
E とする．(
x，におけるせ
)  
および、はり
のたわみ角

(x) =     

          

問題     

目全てを解

    

    氏

間に縦弾性係
丸棒を取り付
積を A1 = 1
A2 = 200 m
丸棒の全体
ける反力 RA
．（右向きを正

RA

に，図 2に示
以下の問い
60点)  
せん断力 F(x

りに生ずる最
i(x)とたわみ

         

     v(x) 

     

解答するこ

    

氏名：  

係数 E ＝ 
付ける．材
00 mm2, 
mm2、，AC
の温度を
Aと，端部
正として，

         

示
い

x)

最大応力σma
み v(x)を求め

 (2)  I =  

=        

     

と 

   

     

         R

axを求めよ．
めよ．(20 点

          

           

   201

    

    

RA        

(20 点)  
点) 

    σmax  

          

図 2 

図 1 

1.12.6実施

   点

    

         

          

     

      



機械システム工学科 2011 年度 基礎試験問題                  2011.12.6 実施 

注意：8 科目全てを解答すること 

科目名： 振動工学・機構学                      点 

 

学籍番号：             氏名：                

 

 

下記の図に表す平面４節回転連鎖について、A は固定節 1 と節 2 を連結するまわり対偶を、 

B は節 2 と節 3 を連結するまわり対偶を、C は節 3 と節 4 を連結するまわり対偶を、 

D は節 3 と固定節 1 を連結するまわり対偶を、βはまわり対偶 A の角変位を、γはまわり

対偶 B の角変位を、θはまわり対偶 D の角変位を、߱ ൌ ሶは角変位ߚ βの角速度を、ݎଶは節 2

の長さを、ݎଷは節 3 の長さを、ݎସは節 4 の長さを、それぞれ表す。 

ସ=0.15 m、β =50 deg、γ =10 deg、θ =100 deg、߱= 0.8 rad/s のとき、次ݎ、ଷ=0.3 mݎ、ଶ=0.1 mݎ

の設問に答えよ。 

 

（１）角変位 γの角速度を求めよ。 

（２）点 C の軸 x および y 方向の速度成分ݒ௫,	ݒ௫を求めよ。
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機械システム工学科 2011 年度 基礎試験問題                  2011.12.6 実施 

注意：8 科目全てを解答すること 

科目名： 流れ学・熱力学                       点 

 

学籍番号：             氏名：                

 

問題 1．以下の内容を表す式を記しなさい。尚、各式は単位質量あたりの量を用いて表しなさい。た

だし、圧力を p 、比体積を v とする。 

(1) 理想気体の状態方程式                                 

(2) 熱力学第一法則の第一基礎式（微小変化について）                                 

(3) 熱力学第一法則の第二基礎式 （微小変化について）                                 

(4) 理想気体の定容比熱 vc を比熱比 と気体定数 R で与える式                                

(5) 理想気体の定圧比熱 pc を比熱比 と気体定数 R で与える式                                

(6) 比熱比 の定義式                                  

(7) 理想気体の比内部エネルギーu と温度 T の関係式                                

(8) 理想気体の比エンタルピーh と温度 T の関係式                                

(9) 断熱変化過程における圧力と比体積の関係式                                

(10) 断熱変化過程における圧力と温度の関係式                                

 

問題 2．以下の内容を表す式を記しなさい。問題文中に与えられている記号以外に，次の記号を用い

てよい：重力加速度 g，密度ρ，粘性係数μ，流速 u，圧力 p ，基準点からの高さ z . 

(1) 密度一定であるときの静水圧平衡の式（高さ z の関数として圧力 p を表す）。ただし，基準点 z=0

における圧力を p0とする。                               

(2) 代表流速を U，代表長さを L とするときのレイノルズ数 Re                                

(3) 動粘度ν                                 

(4) 損失や仕事のない非圧縮性流れに対するベルヌーイの式。ただし，上流側の点を 1，下流側の点

を 2 とする。点の番号を下に付して各量を表すものとする（例：点 1 における流速は u1）。 

                                             

(5) 損失ヘッド hlossと全圧損失 Plossの関係。                                      

(6) 内径 d=2R0である直管内の流れが十分発達した層流で，最大速度が Umaxであるときの速度分布（速

度 u を半径 r の関数として表す）。                                  

(7) 摩擦速度 u*と壁面せん断応力wallの関係。                                  

 

５ 



機械システム工学科 2011 年度 基礎試験問題                  2011.12.6 実施 

注意：8 科目全てを解答すること 

科目名： C プログラミング                       点 

 

学籍番号：             氏名：                

 

自然数 N を読み込み，1 から N 以下の奇数の和 S を計算する（例：N=10 なら S=1+3+5+7+9=25），C

言語のプログラムを 

（１）for による繰り返し文を用いて作成する． 

（２）while による繰り返し文を用いて作成する． 

解答は解答欄のプログラムリストの空欄部分を埋めて完成させよ． 

(1)for による繰り返し文 (2)while による繰り返し文 

#include <stdio.h> 

int main() 

{ 

 int k,N,S=0; 

 do { 

  printf("自然数Nを入力"); 

  scanf("%d",&N); 

 } while (N<=0); 

//以下にforによるプログラムを記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 printf("S = %d\n",S); 

        return 0; 

} 

#include <stdio.h> 

int main() 

{ 

 int k,N,S=0; 

 do { 

  printf("自然数Nを入力"); 

  scanf("%d",&N); 

 } while (N<=0); 

//以下にwhileによるプログラムを記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 printf("S = %d\n",S); 

        return 0; 

} 

６ 



機械システム工学科 2011 年度 基礎試験問題                  2011.12.6 実施 

X(s) Y(s) 

s1.01

1



注意：8 科目全てを解答すること 

科目名： システムダイナミクス                     点 

 

学籍番号：             氏名：                

 

問題中で t は時間を示す。また小文字で表示された時間関数の大文字表示はそれぞれの関

数のラプラス変換を示す。 

(1)  伝達関数ܩሺݏሻ ൌ ଵ

௦ାଶ
 で示される系の単位ステップ応答 y(t) を求めたい。 

ܻሺݏሻ ൌ ଵ

௦ାଶ
ൈ ଵ

௦
 となるので、ܻሺݏሻ ൌ 

௦
 

௦ାଶ
 と置くとき、a と b はいくらになるか。 

また求めた a と b を用いて、逆ラプラス変換により y(t)を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

a = 

b = 

y(t) = 

 

(2) 下図のブロック線図で示される入出力において、定常状態で 

       )sin(

sin

111

11







tYy

tXx

 

と表わされる場合に周波数応答の考えを用いて、Y1、θ1 の値を求めよ。ただし X1 = 2,  

ω1 = 10 rad/s 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Y1= 

θ1 [ °] = 

 

７ 



機械システム工学科 2011 年度 基礎試験問題                  2011.12.6 実施 

注意：8 科目全てを解答すること 

科目名： 電気物理、電気・電子回路                    点 

 

学籍番号：             氏名：                

 

問題 1 図 1-1 のように真空中で電荷が半径 a [m]の球殻状に、密度 [C/m2]で均等に分布しているとする

真空中の誘電率を0 [F/m]として、以下の問に答えよ。 

(1) 中心より r [m]離れた点の電界の大きさを E(r)、その点の電位を(r)とする。a<r のとき、E(r)

と(r)を求めよ。 

(2) 次に、r<a における、E(r)と(r)を求めよ。 

(3) 図 1-2 に r と E(r)、図 1-3 に r と(r)の関係

の概略をそれぞれ示せ。 

 

  

 

 

 

 

 

 

解答欄 

(1)  E(r) =           [  ]（a<r） 

(r) =           [  ]（a<r） 

(2)  E(r) =           [   ]（r<a） 

(r) =            [  ]（a<r） 

 

問題 2 

問 1  図 2 の回路において、AB 端子から見た場合の等価

電圧源回路を以下の四角の中に図示せよ。その際、

等価電圧源回路の各要素（起電力と内部抵抗）の

値を必ず示すこと。 

問2 AB 端子に抵抗 R6 = 36 を

接続した場合の抵抗R6に流

れる電流の大きさと向きを

求めよ。 

大きさ        [      ] 

向き              

８ 

a [m] 

 [C/m3] 球殻 

a r [m]

E
(r

) 
[ 

  
  

] 

0 

a r [m]

(
r)

 [
  

  
 ]

 

0 

図 1-2 

図 1-3 

図 1-1 

V0 = 100V 

R2 = 100 R3 = 80 

R4 = 80 R5 = 20 

V5 = 50V 

R1 = 20 

A 

B 

図 2 問 1 の解答欄 
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